
県
と
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

東
京
で
沖
縄
修
旅
の
相
談
会

位「遺跡、史跡、文化財、寺社などの見学」
中学校の修学旅行 重点を置いた活動

日
本
修
学
旅
行
協
会
調
査

国
立
公
園
で「
自
然
学
習
」

長
野
県

観
光
機
構

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

伊
勢
志
摩
で
し
か
味
わ
え
な
い

体
験
・
見
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
案

伊
勢
志
摩
学
生
団
体
誘
致
委
員
会

自然災害に備える力を身につける
阪神・淡路大震災の経験と教訓を伝え

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー

（１６）第３１８８号 第３種郵便物認可 ２０２３年（令和５年）９月４日（月曜日）

東
館
３
階「
ジ
オ
＆
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
」

東
館
３
階
「
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
キ
ュ

ー
ブ
」

西
館
４
階
「
震
災
直
後
の
ま
ち
」

海女小屋体験

川上氏

修学旅行相談会の様子

国
立
公
園
で
の
自
然
学
習
の
様
子

長
野
県
観
光
機
構
は
、
全

国
の
中
学
校
に
向
け
て
「
自

然
学
習
」
の
提
案
を
強
化
し

て
い
る
。
長
野
県
に
は
上
信

越
高
原
国
立
公
園
な
ど
五
つ

の
国
立
公
園
が
あ
り
、
こ
の

国
立
公
園
を
舞
台
に
し
た
自

然
保
護
、
環
境
保
全
を
考
え

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
狙
い
は
「
生
徒
が
自

然
の
大
切
さ
に
気
づ
き
、
か

つ
、
自
然
保
護
と
環
境
保
全

に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ

と
」
と
同
機
構
。
ま
た
、

「
自
然
が
与
え
る
恵
み
は
、

都
市
生
活
と
密
接
に
か
か
わ

っ
て
い
る
こ
と
へ
の
理
解
を

深
め
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

環
境
省
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
レ
ン
ジ

ャ
ー
職
員
の
協
力
を
想
定
し

て
い
る
。
国
立
公
園
に
つ
い

て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
や
作
業
が

主
な
内
容
。
「
登
山
道
の
整

備
」
「
外
来
種
植
物
駆
除
」

な
ど
の
作
業
を
説
明
を
受
け

な
が
ら
体
験
で
き
る
。

環
境
省
職
員
に
よ
る
事
前

学
習
へ
の
参
加
も
都
合
が
つ

け
ば
可
能
で
、
そ
の
内
容
は

①
国
立
公
園
レ
ク
チ
ャ
ー
②

野
生
動
物
保
護
、
対
策
な
ど

の
レ
ク
チ
ャ
ー
③
ジ
ビ
エ
料

理
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
観
点
―
な

ど
。
ラ
イ
ブ
配
信
に
よ
る
質

疑
応
答
や
、
録
画
で
の
配
信

な
ど
も
検
討
し
て
い
る
。

併
せ
て
、
「
自
分
た
ち
が

で
き
る
自
然
保

護
、環
境
保
全
」

を
テ
ー
マ
に
し

た
発
表
会
を
行

う
事
後
学
習
も

提
案
。
環
境
省

職
員
と
連
携
し

て
い
く
。

問
い
合
わ
せ

先
は
、
長
野
県

観
光
機
構
パ
ブ

リ
ッ
ク
事
業
部

☎
０
２
６
（
２

１
９
）
５
２
７

４
。

「
伊
勢
志
摩
教
育
旅
行
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
表
紙出張海女講座

兵
庫
県
神
戸
市
に
あ
る

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ

ー
」
は
、
震
災
の
教
訓
と
経

験
を
後
世
に
伝
え
る
防
災
学

習
施
設
と
し
て
２
０
０
２
年

に
開
館
し
、
小
・
中
学
校
な

ど
の
学
校
団
体
を
中
心
に
、

延
べ
９
０
０
万
人
を
超
え
る

来
館
者
が
訪
れ
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
を
テ
ー
マ
と
し
た

「
西
館
」
と
、
防
災
・
減
災

を
テ
ー
マ
と
し
た
「
東
館
」

の
二
つ
の
建
物
か
ら
な
る
。

西
館
で
は
、
震
災
の
経
験

と
教
訓
を
後
世
に
伝
え
て
ゆ

く
べ
く
、
地
震
発
生
の
瞬
間

の
再
現
映
像
や
復
興
に
至
る

ま
ち
と
人
の
様
子
を
描
い
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ド
ラ
マ

の
上
映
、
被
災
者
か
ら
提
供

さ
れ
た
震
災
資
料
の
展
示
に

加
え
、
震
災
直
後
の
ま
ち
並

み
を
ジ
オ
ラ
マ
模
型
で
リ
ア

ル
に
再
現
し
て
い
る
コ
ー
ナ

ー
な
ど
が
あ
り
、
あ
の
時
、

被
災
地
で
な
に
が
起
こ
り
、

ど
の
よ
う
に
人
々
が
暮
ら
し

て
い
た
の
か
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

東
館
は

年
に
３
階
フ
ロ

ア
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
い
、
自
然
災
害
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
や
災
害
時
の
避
難
行
動

な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
「
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
サ
イ

エ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
」
を
オ

ー
プ
ン
し
た
。

こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
、

自
ら
が
高
気
圧
と
な
っ
て
台

風
の
進
路
を
誘
導
す
る
「
ウ

ェ
ザ
ー
ウ
ォ
ー
ク
」
な
ど
の

体
験
型
展
示
が
並
ぶ
「
ジ
オ

＆
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
」
、
３
６

０
度
に
広
が
る
Ｖ
Ｒ
映
像
で

地
震
、
津
波
、
風
水
害
の
災

害
現
場
に
い
る
よ
う
な
疑
似

体
験
が
で
き
る
「
ハ
ザ
ー
ド

Ｖ
Ｒ
ポ
ー
ト
」
、
災
害
時
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
体
験
で

き
る
映
像
空
間
で
ク
イ
ズ
に

答
え
、
命
を
守
る
最
善
の
行

動
力
を
身
に
付
け
る
「
ク
エ

ス
チ
ョ
ン
キ
ュ
ー
ブ
」な
ど
、

最
新
の
防
災
知
識
を
楽
し
く

体
験
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。阪

神
・
淡
路
大
震
災
か
ら


年
近
い
年
月
が
た
ち
、
震

災
を
知
ら
な
い
世
代
も
増
え

て
い
る
が
、
実
際
に
起
き
た

災
害
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多

い
。
「
わ
ず
か

数
秒
の
揺

れ
に
よ
っ
て
、
ま
ち
や
そ
こ

に
暮
ら
す
人
々
が
ど
の
よ
う

な
被
害
を
受
け
、ど
う
復
旧
、

復
興
へ
向
か
っ
て
い
っ
た
の

か
を
ぜ
ひ
知
り
、
自
ら
の
備

え
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と

同
館
。

日
本
修
学
旅
行
協
会
は
、

２
０
２
１
年
度
に
実
施
さ
れ

た
全
国
の
中
学
校
、
高
等
学

校
の
修
学
旅
行
の
実
態
な
ど

を
ま
と
め
た
「
教
育
旅
行
年

報

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
２
０
２

２
」
を

年

月
に
発
行
し

た
。
そ
の
中
か
ら
中
学
校
が

国
内
修
学
旅
行
で
「
重
点
を

置
い
た
活
動
」
に
つ
い
て
報

告
し
て
い
る
部
分
を
抜
粋
し

て
紹
介
す
る
。

今
回
の
調
査
は
、
国
立
、

公
立
、
私
立
の
中
学
校
１
万


校
か
ら
３
０
４
６
校
を
抽

出
し
て
行
っ
た
。
回
答
は
８

９
５
校（
回
答
率

・
４
％
）

か
ら
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
国

立

校
（
同

・
１
％
）
、

公
立
７
０
７
校（

・
６
％
）、

私
立
１
７
３
校（

・
３
％
）

で
あ
る
。

「
重
点
を
置
い
た
活
動
」

に
つ
い
て
は
、
上
位

位
ま

で
は
前
回
調
査
と
比
べ
て
ほ

と
ん
ど
変
動
が
な
か
っ
た
＝

図
表
１
。
ま
た
、
全
体
を
見

て
も
順
位
の
大
き
な
変
動
が

な
か
っ
た
。

今
回
の
調
査
で
も
旅
行
先

の
第
１
位
は
京
都
府
で
あ

り
、
そ
の
結
果
、
重
点
を
置

い
た
活
動
は
、
「
遺
跡
、
史

跡
、
文
化
財
、
寺
社
な
ど
の

見
学
」
が
連
続
第
１
位
と
な

っ
て
い
る
。
実
施
率
は
前
回


・
０
％
か
ら
今
回

・
５

％
と
９
・
５
㌽
上
が
っ
て
い

る
。コ

ロ
ナ
前
の
前
々
回
調
査

か
ら
大
き
く
順
位
を
上
げ
た

の
は
、
３
位
「
水
族
館
、
動

物
園
、
自
然
・
科
学
系
博
物

館
な
ど
の
見
学
」
、
４
位

「
自
然
や
野
外
活
動
体
験
」、

７
位
「
そ
の
他
の
ス
ポ
ー

ツ
」
、
９
位
「
震
災
学
習
、

防
災
学
習
」
、

位
「
環
境

学
習
」
な
ど
で
あ
る
。
背
景

と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
と

し
て
屋
外
の
活
動
が
好
ま
れ

た
こ
と
や
、
方
面
変
更
な
ど

に
よ
り
事
前
準
備
が
で
き
な

い
た
め
、
水
族
館
や
博
物
館

が
変
更
先
と
し
て
選
択
さ
れ

た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

「
震
災
学
習
、
防
災
学
習
」

「
環
境
学
習
」
は
、
東
日
本

大
震
災
か
ら

年
が
た
っ
て

改
め
て
そ
こ
か
ら
の
学
び
に

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
学

校
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し

た
未
来
へ
つ
な
が
る
学
び
に

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
学

校
が
増
加
し
て
い
る
傾
向
と

思
わ
れ
る
。

前
々
回
調
査
よ
り
順
位
を

下
げ
た
の
は
、

位
「
寺
社

な
ど
で
の
体
験
」
、

位

「
職
場
訪
問
、
職
場
体
験
な

ど
」
、

位
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
、
演
劇
な
ど
の
観
賞
」
、


位
「
歌
舞
伎
、
文
楽
、
能

楽
な
ど
の
観
賞
」
、

位

「
い
な
か
暮
ら
し
体
験
」
な

ど
で
あ
る
。
「
職
場
訪
問
」

や
「
い
な
か
暮
ら
し
体
験
」

は
、
感
染
懸
念
に
よ
り
受
け

入
れ
中
止
に
し
た
企
業
や
地

域
が
多
か
っ
た
こ
と
（
平
和

学
習
で
も
、
広
島
平
和
記
念

資
料
館
な
ど
の
施
設
が
入
場

制
限
と
な
っ
た
時
期
が
あ
っ

た
）
、
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、

演
劇
な
ど
の
観
賞
」
は
、
劇

場
側
の
団
体
の
受
け
入
れ
制

限
や
学
校
が
長
時
間
の
団
体

で
の
室
内
観
賞
を
避
け
た
こ

と
が
影
響
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
内
容
と
し
て

は
、
思
い
出
づ
く
り
、
テ
ー

マ
パ
ー
ク
で
の
活
動
、
テ
ー

ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習
な
ど
が
あ

っ
た
。

重
点
を
置
い
た
活
動
に
つ

い
て
分
類
別
に
ま
と
め
た
も

の
が
、
図
表
２
で
あ
る
。

史
跡
、
街
並
み
、
産
業
遺

産
、
博
物
館
の
見
学
な
ど
の

歴
史
学
習
に
重
点
を
置
く
も

の
が

・
２
％
（
前
回

・

４
％
、
前
々
回

・
５
％
）

と
毎
年
１
位
と
な
っ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
前
よ
り
比
率
が

上
が
っ
て
い
る
の
は
、
野
外

活
動
、
環
境
学
習
な
ど
の
自

然
・
環
境
・
科
学
学
習

・

７
％
（
前
回

・
６
％
、
前

々
回
６
・
９
％
）
、
伝
統
工

芸
、
料
理
、
食
品
加
工
な
ど

の
も
の
づ
く
り
体
験
９
・
３

％
（
前
回
９
・
３
％
、
前
々

回
５
・
９
％
）
、
ス
ポ
ー
ツ

体
験
７
・
５
％
（
前
回
８
・

５
％
、
前
々
回
３
・
９
％
）

な
ど
で
あ
る
。

一
方
、
芸
術
・
文
化
体
験

４
・
２
％（
前
回
５
・
３
％
、

前
々
回

・
４
％
）
、
平
和

学
習
５
・
９
％
（
前
回
４
・

８
％
、前
々
回
８
・
６
％
）、

農
山
漁
村
体
験
１
・
９
％

（
前
回
２
・
３
％
、
前
々
回

３
・
７
％
）
な
ど
の
比
率
が

コ
ロ
ナ
前
の
前
々
回
調
査
よ

り
下
が
っ
た
。

伊
勢
志
摩
地
域
で
は
、
官

民
が
一
体
と
な
り
地
域
へ
の

教
育
旅
行
誘
致
を
推
し
進
め

て
い
る
。
そ
の
中
心
と
な
る

の
が
伊
勢
志
摩
学
生
団
体
誘

致
委
員
会
（
学
誘
委
）
だ
。

学
誘
委
で
は
、
伊
勢
志
摩
な

ら
で
は
の
体
験
や
見
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
案
し
、「
児
童
、

生
徒
の
皆
さ
ん
の
心
に
残
る

思
い
出
作
り
の
お
手
伝
い
」

を
行
っ
て
い
る
。

現
在
、
特
に
力
を
入
れ
て

い
る
の
は
、
伊
勢
志
摩
の
海

の
環
境
か
ら
学
ぶ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

学
習
だ
。
昨
年
度
、
「
伊
勢

志
摩
教
育
旅
行
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ

ロ
グ
ラ
ム
」（https://www.

iseshima-kanko.jp/gakuyu/

news/48

）
を
作
成
。
今
年

度
は
最
新
版
の
作
成
を
予
定

し
て
い
る
。

伊
勢
志
摩
地
域
に
は
こ
こ

で
し
か
で
き
な
い
学
び
、
体

験
が
あ
る
。
例
え
ば
「
海
女

文
化
か
ら
学
ぶ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
。

海
女
の
人
口
が

日
本
一
の
伊
勢

志
摩
で
、
海
女

小
屋
の
体
験
、

出
張
海
女
講
座

の
受
講
な
ど
が

可
能
だ
。
世
界

で
初
め
て
真
珠

養
殖
に
成
功
し

た
ミ
キ
モ
ト
真

珠
島
で
、
養
殖

真
珠
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
ほ
か
、
地
域
内
に
は

真
珠
の
取
り
出
し
体
験
が
で

き
る
施
設
が
複
数
あ
り
、

「
真
珠
養
殖
か
ら
学
ぶ
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」
を
体
感
で
き
る
。

「
離
島
で
体
験
す
る
島
の
暮

ら
し
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

釣
り
、
島
内
散
策
、
海
女
と

の
交
流
、
市
場
見
学
な
ど
を

体
験
で
き
る
。

こ
れ
ら
伊
勢
志
摩
な
ら
で

は
の
文
化
は
、
自
然
豊
か
な

地
域
だ
か
ら
こ
そ
発
展
し
た

も
の
。
自
然
と
共
に
生
き
て

い
る
伊
勢
志
摩
で
、海
女
業
、

真
珠
養
殖
を
生
業
に
し
て
い

る
人
々
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
地
球
温
暖

化
に
よ
る
影
響
な
ど
の
話
を

聞
き
、
環
境
保
全
と
い
う
大

き
な
テ
ー
マ
を
自
分
事
と
し

て
捉
え
る
機
会
を
生
徒
た
ち

に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
。学

習
要
素
が
充
実
し
て
い

る
伊
勢
志
摩
だ
が
、
マ
リ
ン

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
等
の
自
然

体
験
、
水
族
館
で
の
動
物
と

の
触
れ
合
い
な
ど
の
珍
し
い

体
験
を
楽
し
め
る
こ
と
も
魅

力
の
一
つ
だ
。

再
来
年
の
２
０
２
５
年
４

月

日
か
ら

月

日
ま
で

の
１
８
４
日
間
、
大
阪
市
の

夢
洲
で「
大
阪
・
関
西
万
博
」

が
開
か
れ
る
。
伊
勢
志
摩
で

海
の
環
境
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

つ
い
て
学
び
、
関
西
万
博
会

場
で
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
達
成
さ

れ
た
未
来
社
会
」
を
体
感
す

る
と
い
う
教
育
旅
行
コ
ー
ス

も
お
す
す
め
だ
。

真
珠
取
り
出
し
体
験

沖
縄
県
と
、
沖
縄
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

（
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
）は
８
月

日
、

東
京
都
内
で
沖
縄
修
学
旅
行

相
談
会
を
開
催
し
た
。
学
校

関
係
者
、
旅
行
会
社
な
ど
約

１
０
０
人
が
参
加
。
県
内
の

修
学
旅
行
受
け
入
れ
事
業
者


団
体
に
よ
る
ミ
ニ
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
個
別
相

談
会
な
ど
を
催
し
た
。

冒
頭
、
登
壇

し
た
文
化
観
光

ス
ポ
ー
ツ
部
参

事
監
の
川
上
睦

子
氏
は
、
「
コ

ロ
ナ
以
前
の
２

０
１
９
年
度
の

学
校
数
は
２
４

１
５
校
で
約

万
人
を
受
け

入
れ
て
い
た
が
、

年
度
は

４
０
４
校
・
約
７
万
人
の
受

け
入
れ
人
数
と
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
た
」
と
指
摘
。

た
だ
、
昨
年
度
か
ら
回
復
傾

向
に
あ
り
「
主
体
的
、
対
話

的
な
学
び
が
求
め
ら
れ
る

中
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
探
求
学
習

を
提
案
し
た
い
」
な
ど
と
述

べ
た
。

Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
国
内
事
業
部
受

入
推
進
課
主
査
の
屋
宜
菜
津

子
氏
に
よ
る
と
昨
年

年
度

は
１
３
７
０
校
、
約

万
８

千
人
を
受
け
入
れ
た
見
込
み

で
、
コ
ロ
ナ
前
の
約
８
割
ま

で
回
復
し
た
。
今
年
度
は
１

７
６
４
校
・
約

万
人
の
受

け
入
れ
を
予
測
し
て
い
る

が
、
受
け
入
れ
の
多
く
は


～

月
の
３
カ
月
に
集
中
し

て
い
る
の
が
課
題
と
し
た
。

事
前
学
習
資
料
と
し
て

「
お
き
な
わ
修
学
旅
行
ナ

ビ
」
や
、
安
全
・
安
心
へ
の

取
り
組
み
を
コ
ン
パ
ク
ト
に

ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
安
全
安
心
ガ
イ
ド
」
を
用

意
し
て
い
る
こ
と
も
紹
介
し

た
。ま

た
、
修
学
旅
行
の
事
前

・
事
後
学
習
に
講
師
を
派
遣

す
る
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

事
業
」
や
、
修
学
旅
行
を
検

討
し
て
い
る
学
校
関
係
者
の

事
前
視
察
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
支
援
す
る
「
模
擬
体

験
提
供
事
業
」
な
ど
も
用
意

す
る
。
模
擬
体
験
提
供
事
業

は
、
初
め
て
の
沖
縄
修
学
旅

行
を
検
討
し
て
い
る
学
校
な

ど
が
対
象
と
な
る
。併
せ
て
、

来
年
１
月
下
旬
を
め
ど
に
沖

縄
修
学
旅
行
の
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
を
実
施
す
る
こ
と
も
明

ら
か
に
し
た
。

Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
で
は
沖
縄
修
学

旅
行
の
特
徴
・
魅
力
と
し
て
、

「
自
然
、
気
候
、
文
化
な
ど

地
元
と
は
異
な
る
非
日
常
体

験
が
で
き
る
こ
と
」
や
、

「
平
和
、自
然
、歴
史
文
化
、

民
泊
体
験
な
ど
の
学
習
テ
ー

マ
を
通
じ
て
、
地
元
と
異
な

る
視
点
か
ら
多
様
性
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
、
社
会
問
題
、
国
際
情

勢
な
ど
が
学
べ
る
点
」
な
ど

を
挙
げ
て
い
る
。




